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大阪市立科学館の７月２２日日食へのとりくみ 

  

 

渡部義弥

＊

、長谷川能三、江越航、平賀友加里、曽我部孝子、大和谷悠子 
 

 

概 要 

 

大変な話題となった 2009 年 7 月 22 日の日食について、市民の体験し学習したいという意欲に応えるた

め、大阪市立科学館では様々な事業を行った。日食前には、展示や普及事業、ショップでの対応、外部

への協力など。日食当日には読売新聞、国立天文台と共催で大規模な日食イベントを行った。このイベ

ントでは、ＵＲＣＦの実験と共同で皆既日食のライブ中継を行い、館はじまって以来の５０００人規模の観

望会を行うなどこれまでにない内容となった。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに

 
    

2009 年 7 月 22 日は、日本全国で日食が見られた。

この日食は、４６年ぶりに日本の領土で起こる皆既日

食であり、それに伴って全国的にも大きく欠ける日食と

なった。大阪では食分が 0.8 となった。また、日食が学

校の夏休み期間にあたることなど様々な要素がかさな

り、社会現象ともなり、市民が体験し学習したいという

意欲が非常に高まることが予想された。 

そこで、大阪市立科学館では、日食前に展示や普

及事業、ショップでの対応、外部への協力など様々な

事業を行い、日食当日には読売新聞、国立天文台と

共催で大規模な日食イベントを行った（図１）。 

図１．日食当日、科学館で５０００人が空を見上げた 

                                                   

 
 

*

大阪市立科学館 学芸課 

watanabe@sci-museum.jp 

このイベントは市民からの強い期待に応えるため、Ｕ

ＲＣＦ（超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム）

ならびにＮＩＣＴ（独立行政法人 情報通信研究機構）

などの協力の下、皆既日食のライブ中継を行った。 

また、館はじまって以来の５０００人規模の観望会を

行うなど、大規模かつ多様なとりくみとなった。これらは、

多くの方の協力なしには行えなかった。大阪市立科学

館が２０１０年７月２２日の日食に関連して行った事業

について述べる。 

 

２２２２．．．．日食日食日食日食のののの概要概要概要概要    

    今回の日食は、最初に述べたように、４６年ぶりに

日本の領土上で皆既日食になる日食であった。 

ただ、領土といっても、皆既日食帯がかかるのは、

鹿児島と沖縄の間のトカラ列島と奄美大島、屋久島の

一部、小笠原諸島の硫黄島など、アクセスのよくない

場所である。国外では上海近郊が皆既日食帯にあた

った。 

それでも、アフリカや南アメリカなどでおこるものに比

べて、圧倒的にアクセスしやすいのは事実であり、船

や専用機をしたてるものもふくめ、数え切れないほどの

ツアーができ、そのほとんどが次々と満席になるブーム

となった。これは、リーマンショック後の不景気化にあっ

て希有な状況として経済ニュースとしても取り上げられ

た。同時に、これまで皆既日食を見たことがある人がと

なえる、日食のすばらしさも大きく喧伝され、日食ハン

ターという言葉が人口に膾炙する状態となっていた。 

 今回の日食は、他にもブームになりやすい要素をも
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っていた。皆既日食の最大経過時間が長く「今世紀

最大の日食」といえたこと。世界天文年のさなかに起こ

ったことがそうである。また、皆既日食にならなくても、

各地で非常に深く欠ける日食となり、大阪でも食分が

０．８と、５１年ぶりの欠け方となることも話題となってい

た。日付も、夏休み中であり、現象も大阪では９時４７

分～１２時２５分と観察しやすい時間帯に起こったこと

もあげられる。  

 

３３３３．．．．日食前日食前日食前日食前ののののとりくみとりくみとりくみとりくみ    

 以上のように、ブームとなるのが必然となった日食ま

でに、大阪市立科学館ならびに(財)大阪科学振興協

会として、様々な取り組みを行った。 

 

１．展示活動 

２．日食の解説 

３．日食資料の作成・配布 

４．皆既日食ツアーへの協力 

５．広報・取材対応 

６．ショップでの日食関連グッズの販売 

７．その他プラネタリウムでの対応 

 

３３３３－－－－１１１１．．．．展示活動展示活動展示活動展示活動    

 日 食 に つ い て

の展示を、５月末か

ら、地下アトリウムの

展 示 ケース内 で行

った （図 ）。制作は

主と し て石坂学芸

員が取り組んだ。こ

れは、日食のおこり

かたと、様々な観察

方 法 を 模型な どを

つかって示したもの

で あ る 。 日 食終了

後は、日食がどのよ

うに見られたかを示

す展示としてしばら

く継続した。 

また、アトリウムに面した壁面では、科学館友の会と

共同で日食の写真展を行った。担当は嘉数学芸員で

ある（図）。いずれも、話題性もあり、多くの来館者が熱

心に見学する姿が見られた。 

 

３３３３－－－－２２２２．．．．日食日食日食日食のののの解説解説解説解説    

 ７月４日から７月２１日までの土日祝に、３－１の日食

展 示 の前 で、日 食 に関 するミニ解説会 「日 食 を見 よ

う！特別解説」を１１時と１５時の１日２回、１５分間程

度ずつ行った。展示を解説する内容で、主担当は嘉

数学芸員。主に解説をしたのは、新武学芸員補助ス

タッフであった。    

    

３３３３－－－－３３３３．．．．日食資料日食資料日食資料日食資料のののの作成作成作成作成・・・・配布配布配布配布    

    科学館友の会と共同で日食についてのリーフレットを

作成し配布した。作成数は８０００部である。内容はフ

ルカラー印刷Ａ４両面刷りで下図の通り、日食のおこる

原理や観察法を解説したものである。 

 

図４．作成したリーフレット 

    

３３３３－－－－４４４４．．．．皆既日皆既日皆既日皆既日食食食食ツアーツアーツアーツアーへのへのへのへの協力協力協力協力    

    様々な旅行者が主催する皆既日食ツアーへの協力

を行った。協力は３種類で、いずれも(財)大阪科学振

興協会の事業として請負契約をし、有償にて行った。 

 

ア） 皆既日食ツアー企画者へのレクチャー 

阪急交通社の依頼で１回行った。講師は江越学

芸員である 

 

イ） 皆既日食ツアー参加者へのレクチャー 

阪急交通社ならぶにＪＴＢ西日本の皆既日食ツア

ー参加者向けに各１回ずつ行った。講師は、皆既

日食観察を経験したことのある、石坂学芸員と飯

山学芸員で各１回ずつ担当した。 

 

図２，３．日食展示（上）と、 

日食写真展のようす 
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ウ） 皆既日食ツアーへの講師派遣 

ジェイ・ケイ・トラベル株式会社が主催した皆既日

食観察ツアーに、３－２で示した解説への参加、

添乗講師として京都大学の太田教授を派遣、日

食グラスの有償提供を行った。 

 

 その他、旅行代理店や旅行者からの各種問い合わ

せに答えるなど、一般的な協力も多数行っている。 

    

３３３３－－－－５５５５．．．．広報広報広報広報・・・・取材対応取材対応取材対応取材対応    

    今回の日食は、世間で話題になり、報道に対しても

取材対応、情報提供など様々な協力を行った。 

また、あわせて当方のとりくみを広く知っていただく

ため大阪市政記者クラブや大阪科学大学記者クラブ

を通じ、プレスリリースを行った。内容は付録の通りで

ある。これに対し表１の通り 26 件の報道があった。 

 

表１. 皆既日食関連 マスコミ放送・掲載内容 

    放送掲

載 

媒体名 番組名 内容 

1 6.22 

～26 

ベイコムﾞ 大 阪 未 来 予 想

図６月編 

皆既日食イベント 

2 6.25 読売新聞  皆既日食イベント 

3 7.1 読売新聞  皆既日食について解説 

4 7.2 読売ＴＶ 情報ライブミヤ

ネ屋 

皆既日食説明会 

5 7.3 朝日新聞  皆既日食について解説 

6 7.3 MBS ラジオ 上泉雄一のええ

なぁ！ 

皆既日食について解説 

7 7.7 MBS ラジオ ニュースレーダ

ー 

皆既日食について解説 

8 7.8 OBC ラジオ ほんまもん！原

田年男です 

学芸員が生出演して、

皆既日食について解説 

9 7.10 日経新聞  皆既日食観察会 

10 7.15 毎日新聞  皆既日食観察会 

11 7.15 NHK 大阪 ニューステラス

関西 

皆既日食について解説 

12 7.15 毎日放送 ちちんぷいぷい 皆既日食について解説 

13 7.18 NHK 大阪 ウィークエンド関

西 

番組キャスターが皆既日

食についてレポート。学

芸員出演。 

14 7.20 読売新聞  皆既日食の楽しみ方 

15 7.21 関西ＴＶ スーパーニュー

スアンカー 

学芸員が皆既日食につ

いて解説 

16 7.22 朝日新聞 朝刊 皆既日食について解説 

17 7.22 朝日放送 ABC ニ ュ ー ス 

ゆう 

イベントの様子 

18 7.22 読売新聞 夕刊 イベントの様子 

19 7.22 朝日新聞 夕刊 イベントの様子 

20 7.22 産経新聞 夕刊 イベントの様子 

21 7.23 朝日新聞 朝刊 イベントの様子 

22 7.22 読売ＴＶ 情報ライブミヤ

ネ屋 

イベントの様子 

23 7.22 NHK 大阪 ニューステラス

関西 

イベントの様子 

24 7.22 関 西 ウ ォ ー

カー 

７月号 皆既日食観察会 

25 7.27～ ベイコム ネットワーク阪神 イベントの様子 

26 9.1 プレシオ  ９月号 皆既日食について解説 

 

 

日食の当日は、マスコミが広報側から提示した制限

のなか撮影する方法と自由に撮影する方法の２通りの

方法で対応した。 

プラネタリウムホールでの「皆既日食スペシャルレク

チャー」では、３回のレクチャーのうち、１回目のみを取

材可能とし、希望者のみ一斉にプラネタリウムホールに

誘導した（図５）。撮影場所を指定し、フラッシュ撮影を

禁止するなど一般のお客様に邪魔にならないように配

慮を行なった。また、館内および日食観察会場では自

由撮影する形をとった（図６）。 

 

図５．プラネタリウムホールでの取材の様子 

 

図６．スペシャルレクチャーの感想を取材する報道陣 

    

３３３３－－－－６６６６    ．．．．ショップショップショップショップでのでのでのでの日食関連日食関連日食関連日食関連グッズグッズグッズグッズのののの販売販売販売販売    

日食にあたっては、安全な観察のために世界天文

年日本委員会などが、安全な遮光性能を持つ日食メ

ガネの使用を強く推薦していた。一方で、日食メガネ

は、一般では入手しがたいものという事で、科学館ミュ

ージアムショップとして、大量の販売を計画し商品仕

入を行った。 

当初から販売をしたものは、ビクセン社が世界天文

年日本委員会と連携して開発した「日食グラス」（図）

である。 
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図７．ビクセン社の日食グラス 

 

ミュージアムショップでは 4 月からこの日食メガネの

販売を行うため、当初２０００枚の仕入を行ったが、団

体による注文もあり６月末頃には品切れとなった。その

後メーカーでの在庫も無くなった為、取引のある星の

手帖社、アイソテック社の商品に切り替え販売を行っ

た。最終的にはビクセン社からの再入荷が可能となり、

日食当日の来館者にも広く販売する事ができた。 

当日は、日食メガネを求めるお客様の混雑を予想し、

また日食が始まるまでに販売する必要があるため、特

設コーナーを設けての販売を行った。その結果、日食

直前まで来館者の列が途切れる事は無く、当日だけ

で８９５枚の販売数となった。 

最終的には、ミュージアムショップでは４月から販売

を始め、日食当日までに合計 4724 枚の日食メガネを

販売する事ができた。各所で入手困難となっていた商

品だけに、科学館来館者には大変喜ばれ、役割が果

たせたと思う。 

その他、日食関連商品においてもお客様の関心は

強く、日食ポストカード・日食メガネ付き書籍や日食観

察に関する書籍にも人気が集中し、完売する結果とな

った。科学館ミュージアムショップでの販売活動を通じ

ても、来館者の日食への関心の高さがうかがえた。 

 

３３３３－－－－７７７７．．．．そのそのそのその他他他他プラネタリウムプラネタリウムプラネタリウムプラネタリウムでのでのでのでの対応対応対応対応などなどなどなど    

    日食に限らないが、プラネタリウムの一般投影では、

都度トピックスの紹介を行っている。今回も毎日の星

空の解説の中で日食のことにふれ、日食の見え方、特

に皆既日食と部分日食の違いや、特に安全な観察の

仕方などを強調した。 

    

４４４４．．．．日食当日日食当日日食当日日食当日ののののイベントイベントイベントイベント    

    日食当日は、読売新聞大阪本社、国立天文台、科

学館友の会、読売テレビ、それにＮＩＣＴ、ＵＲＣＦとの

共催でイベントを行った。このイベントは世界天文年２

００９の認定イベントでもあった。ほとんどのイベントは自

由参加、無料だが、一部のイベントについては定員が

あるため事前申し込み制とし、日食グラスや資料代とし

て参加費１０００円を収受した。内容は、次の通り。 

 

１．屋外での日食の観望会 

２．アトリウムでの皆既日食のライブ中継イベント 

３．プラネタリウムドームでの講演会を全天周ライブ中 

継を交えて（事前申し込み制、参加費１０００円） 

４．ＮＨＫの日食中継放送のパブリックビュー 

５．その他、世界天文年にちなむ講演会や星パン作り 

体験 

 

４４４４－－－－１１１１．．．．屋外屋外屋外屋外でのでのでのでの日食観望会日食観望会日食観望会日食観望会    

今回の日食では当日の観望会に関する問い合わ

せも非常に多く寄せられていた。周辺の施設は、当日

の日食観察の参加を事前応募者のみに限っていると

ころも多かったが、当館では申し込み不要、無料で参

加可としたため、夏休みということも合わさって数千人

規模の来館者が来ることが予想された。 

そのため日食の観察方法のみならず、多数の来館

者にどのように対処するかを考慮し、事前に十分な計

画を立てて当日に臨んだ。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－１１１１．．．．観望会観望会観望会観望会のののの概要概要概要概要    

観望会については、科学館周辺広場に観測ポイン

トを 26 ヵ所用意し、来館者が適宜分散して自由に見

学する形式とした。これは特定の場所に来館者が集中

して混乱しないためである。各ポイントは望遠鏡により

太陽の投影像を見せるものとは限らず、筒や手鏡を使

用するなどいろいろな方法によって欠ける太陽観察を

行うこととした。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－２２２２．．．．人員体制人員体制人員体制人員体制    

各観測ポイントにおいて来館者に対応するため、科

学館の天体観望会指導員のほか、大学の天文サーク

ル等から 31 名のアルバイトスタッフを集めた。 

さらにこのアルバイトスタッフの取りまとめ、研修、当

日の指揮を行ってもらうために、天体観望会の実施経

験が豊富な「自然教育事務所・宙（そら）」の田島由起

子氏に依頼した。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－３３３３．．．．スタッフスタッフスタッフスタッフ研修研修研修研修    

学生スタッフは必ずしも望遠鏡の操作に慣れていな

いことから、事前に研修を実施した。これは望遠鏡の

扱いのほか、スタッフ同士の顔合わせ、観察場所ほか

科学館の現地下見を兼ねたものである。研修は 7/5

（日）、7/12（日）の 2 回行い、どちらかに参加してもら

った。 

またスタッフ間の連絡のため、メーリングリストを作成

し、情報を共有するようにした。 

観望会の際は、機器の操作が必要になるだけでな

く、曇りで見えないことも想定されることから、来館者と
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コミュニケーションをとってもらえるよう、あらかじめスタッ

フにうながしておき、ネタになるような情報を提供した。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－４４４４．．．．準備準備準備準備したしたしたした観察機器観察機器観察機器観察機器    

 日食グラスのほか、次のような機器を観察用に準備

した。 

    

ア） 天体望遠鏡（太陽の投影像の観察用） 9 台（既

存 3 台、新規購入 6 台） 

望遠鏡は安全のため、当日はファインダーをあら

かじめ外しておいた。また電源は取れないので、

太陽像は適宜手動で入れることとした。 

イ） ソーラースコープ 1 台（段ボールでできたフランス

製の卓上型簡易太陽望遠鏡。凸面鏡を利用して

太陽像を映す。） 

ウ） 改造型コルキットスピカ 3 台 

（手作り望遠鏡であるコルキットスピカに、木工工

作で投影用の台を取り付けたもの。接眼レンズも、

太陽熱を逃がすように改良してある。） 

エ） Hα望遠鏡  １台（コロナド社の Hα望遠鏡。接眼

部に web カメラを使用して、テレビモニターに映し

た。） 

オ） 筒  6 本（ポスター運搬用の筒を工作したもので、

ピンホール方式によって、欠けた太陽像を観察す

る。） 

カ） 手鏡  3 個 

キ） 木漏れ日 3 か所（同様にピンホール方式の原理

によって、欠けた太陽像を観察することができる。） 

 

以上の観測機器を組み合わせて、26 ヵ所のポイント

を用意した。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－５５５５．．．．スタッフスタッフスタッフスタッフのののの配置配置配置配置    

26 ヵ所のポイントは、科学館玄関前、西側バス駐車

場、南側広場の 3か所に分散して配置した。特に玄関

前は混雑が予想されることから、西側バス駐車場、南

側広場に重点的に配置し、誘導することにした。 

各ポイントに担当者を割り振るとともに、3 か所それ

ぞれの観測場所にはリーダーを決めて、その場所の統

括してもらうこととした。 

また 3 か所それぞれにワイヤレスマイクとスピーカー

を設置し、主にリーダーに日食の進行状況等について、

適宜解説してもらうようにした。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－６６６６．．．．暑暑暑暑ささささ対策対策対策対策    

日食当日は、数時間の間、夏の炎天下で観察する

ことになる。そのため、スタッフの暑さ対策も必要とな

る。 

あらかじめ各スタッフには帽子、日焼け止め等の対

策を取ってもらうよう指示し、ペットボトルのお茶を配布

した。また西側バス駐車場にある、クーラーのあるプレ

ハブ小屋をスタッフ用の休憩室として確保し、スタッフ

は交代で適宜休憩を取るようにした。交代のタイミング

は 3 か所それぞれのリーダーに指示してもらうこととし

た。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－７７７７．．．．観測場所観測場所観測場所観測場所のののの調整調整調整調整    

当日は観望会以外にも工作教室など種々のイベン

トが行われていることから、観望会の場所について調

整が必要となった。 

また、西側バス駐車場には途中で予約団体が来館

予定だったので、あらかじめ観測機器が干渉しないよ

うに配置した。 

 

４４４４－－－－１１１１－－－－８８８８．．．．当日当日当日当日のののの状況状況状況状況    

日食当日の天気は曇りで、時々雲間から太陽がの

ぞくような状況だった。そのため、準備した機材ではあ

まり観察することができなかった。 

それでも時おり雲を通して欠けた太陽を見ることが

でき、スタッフもその間お客さんとコミュニケーションを

取りつつ一緒に晴れ間を待つことで、観望会を楽しん

でいただくことができた。 

また、多数の来館者が来られたが、それによる大き

な混乱もなく、曇りのおかげで熱射病の問題も生じな

かったのは幸いであった。 

図８．当日の観望会の様子 

    

４４４４－－－－２２２２．．．．アトリウムアトリウムアトリウムアトリウムでのでのでのでの皆既日食皆既日食皆既日食皆既日食ののののライブライブライブライブ中継中継中継中継イベントイベントイベントイベント    

 今回のイベントは、名称が「世界天文年２００９皆既

日食をみよう！」であった。当初から、皆既日食のライ

ブ中継を行うことが折り込まれていた。 

 中継イベントは、当初、科学館外の１０００人以上の

動員ができる会場を考えていたが、予算的な目処がた

たないことと、科学館と２会場での対応がスタッフ体制
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的に大変なこともあり、科学館内で行うことになった。 

 問題になったのは、設備と会場である。できるだけ多

くの方に見ていただきたいことと、事業として成り立た

せること、中継投影設備という面から考えると、プラネタ

リウムホールが最も適している。ただし、それでも一度

に観覧できるのは 300 人に過ぎない。 

 そこで、プラネタリウムホールと同等の人数が収容で

きるアトリウムで皆既日食の中継を行うこととした。 

 このライブ中継は、当初より国立天文台が硫黄島で

取得したものを、ＮＩＣＴが提供するＪＧＮ２ＰＬＵＳを通じ

て映写する予定であった。詳細は次項にゆずるが、ＪＧ

Ｎ２ＰＬＵＳの送受信機の確保、最終的にアクセスポイ

ントまでの回線の確保などに想定外の費用と技術が

必要なことがわかり。ＵＲＣＦが行う高画質日食画像中

継実験に参加することで、中継イベントが行えるように

した。 

 また、フルハイビジョン仕様のプロジェクターが科学

館にはなかったために、某社の厚意で５０００ルーメン

以上の高輝度のフルハイビジョン対応プロジェクターを

提供いただき、設置などなどを行っていただいた。 

また、スクリーンについては、大日本印刷(株)の１００イ

ンチ高コントラストスクリーンを貸与いただき、外光が入

る明るいアトリウムでもくっきりとした日食画像を提供す

ることができた。 

 

図 9.10．アトリウムで日食中継を見る来館者 

日食中継画像は、ＵＲＣＦに参加する朝日放送がイ

ベント用に制作するコンテンツで、五藤光学・慶応大

学、ＵＲＣＦ、国立天文台・ＮＨＫがそれぞれ中国２カ

所、奄美大島、硫黄島で取得した中継映像を、テロッ

プを加え、適宜切り替えながら放送するというものであ

った。ライブ中継終了後は、ループ再生となり、閉館ま

で多くの来館者が観覧できた。 

 また、ライブ中継中は、簡易ステージを螺旋階段わき

にもうけ、読売テレビの４名のアナウンサーとともに、筆

者が実況中継や解説を行った。臨場感をまし、単に日

食を見るのをさらにふくらますようにした。 

 この中継は事前申し込みなしで見られるということも

あり人気であった。また、映像であっても、皆既になる

瞬間はどよめきが起こったり、拍手がわきおこったりす

るなど、来館者の反応も上々であった。 

 なお、多数の来館者がアトリウムに滞留し、通行の混

乱が予想されたため、案内員、警備員とともに、田中

総務課長代理らが交通整理にあたり、大きな混乱なく

事業が進行した。 

    

４４４４－－－－３３３３．．．．プラネタリウムドームプラネタリウムドームプラネタリウムドームプラネタリウムドームでのでのでのでのイベントイベントイベントイベント    

 日食当日は、プラネタリウムの午前中の投影を休止

し、事前申し込み制の講演会ならびに全天周日食ライ

ブ中継をセットにしたイベントを行った。 

 講演会は、国立天文台の関口教授（世界天文年推

進室長）が、実際に自分が見た日食の実体験をまじえ

ながら講演した。講演は各 20 分間で３回行い、入場

者は、読売新聞ならびにＵＲＣＦがそれぞれ応募した

合計８００人。参加料として、部分日食の観察などの部

材もふくめ、１人 1000 円を収受した。なお、このイベン

トについては、読売新聞は先着順、ＵＲＣＦは抽選とし

たが、早くに全席が埋まる盛況ぶりであった。 

講演の最中には、常時、ＵＲＣＦが転送してくるＨＤ

レベルの皆既日食中継画像が送られてきた。内容は、

３－２で述べたアトリウムでの中継画像と同じであり、各

回の参加者は各々一カ所の皆既の瞬間を見られるよ

う時間配分した。 

また、奄美大島の中継の最中は、魚眼レンズに４Ｋ

というフルハイビジョンの４倍もの高画質をほこるカメラ

を取り付けた「超臨場感中継」コンテンツを、やはり魚

眼レンズでドームスクリーンに投射するという試みを行

った。 

さらに、この講演会の参加者は、日食が欠けるよう

すをピンホール工作で見るキットが附属しており、工作

は、上野、田川サイエンスガイドリーダーの指揮のもと、

サイエンスガイドの有志メンバーが指導した。さらに、

参加者全員に日食グラスも頒布している。 
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４４４４－－－－３３３３－－－－１１１１．ＵＲＣＦ．ＵＲＣＦ．ＵＲＣＦ．ＵＲＣＦによるによるによるによる４４４４ＫＫＫＫ映像転送実験映像転送実験映像転送実験映像転送実験    

    このイベントで、プラネタリウムドームに映し出された４

Ｋ映像は、ＵＲＣＦによる映像転送実験によるものであ

る。実験のリーダーは、和歌山大学の尾久土教授。サ

ブリーダーは、ＮＩＣＴけいはんな研究所の荒川主任研

究員であった。 

実験では。まず、日食をフルハイビジョンの４倍の解

像度を持つ４Ｋカメラ（画像解像度４０００×２０００ピク

セル以上）に魚眼レンズを組み合わせて撮影した。撮

影場所は奄美大島で、現地ではＵＲＣＦメンバーであ

る和歌山大学のスタッフが現地の人を集めての観望

会の様子を撮影した。 

その映像は、ＮＩＣＴが管理する超高速通信実験回

線網であるＪＧＮ２Plus ほか、ＮＴＴの専用線などを経

由し、大阪の朝日放送の社屋に転送され、そこから、

ＵＲＣＦが行った朝日放送、けいはんな、つくば、そし

て科学館の転送実験先に通信回線で分配された。朝

日放送と科学館の間は、互いに見通せることから、ＮＴ

Ｔ研究所の超高速無線中継実験として行った。バック

アップには、光ケーブルを引き込んだ。この引き込みに

ついては、科学館内に光ケーブルなどの配線がなかっ

たため、荒川研究員があちこちからケーブルを手配し、

長谷川、飯山学芸員とともに、３Ｆからプラネタリウムの

外壁などを通じて配線した。プラネタリウムホールが、こ

うした外部映像を入れることを想定していないため、ケ

ーブルの入線ルートがなかなかとれず、ルート探しのた

めに何日も天井裏から壁面からスペースを探し回り、

かなり苦労をした。 

受信した画像は、ビクター社の４Ｋプロジェクターに

魚眼レンズを組み合わせて再生した。なお、再生映像

は、朝日放送により撮影地の表示テロップなどがいれ

られ、中継地点のスイッチ作業も行われたもので、コン

テンツ協力いただいている。 

実験の詳細は、尾久土（2009）などを参照されたい。

プロジェクターの設置場所を、ドームの後方においたこ

とと、魚眼レンズの投影角の問題、映像を撮影するレ

ンズとのマッチングがあって、ドームの全周をおおう映

像とはならず、大きな部分に、全天周映像がはめ込ま

れる形となった。また、ドームの大きさに対し、プロジェ

クターの輝度が不足した。しかしそれでも、他では見ら

れない体験に、来場者は楽しんでいただけた。 

 

４４４４－－－－３３３３－－－－２２２２．．．．イベントイベントイベントイベントのののの受付受付受付受付についてについてについてについて    

    このイベントでは、合計８００名のイベント参加者から、

参加費を収受し、必要なものを渡すという行為をスム

ーズに行う必要があった。また、事前応募が、読売新

聞募集とＵＲＣＦ募集のものがあるので、その整理を行

う必要があり、当日の他の来場者との整理もつける必

要があった。そのため、通常の受付方式はとらず、特

設の受付場 所 を開設、次 の様の体制で受付を行っ

た。 

 

ア）受付の配置と行列制御  

受付開始時間は９時３０分からとなっていたが、早くか

ら並ぶ参加者がいると予想し、館の外側の出入り口付

近より壁にそって、ハガキの色分けごとに列を作れるよ

う配慮した。 

そして、館内入口すぐのところに受付台を設置し、ハガ

キの色分けごとに参加者もスタッフもスムーズに受付処

理ができるようにした。 

図 11．イベントを待つ行列 

 

図 12．受付・入場計画 

 

イ）受付スタッフの体制 

受付は統括１名、スタッフ１２名体制で行ない、内４名

は館外で列の整理、誘導を行なった。 

 

ウ）参加証などの工夫 

イベント応募は抽選を行い、当選者には参加証ハガキ

を送付した。レクチャー開始時間帯が３パターンにわか

れていたため、ハガキはＡ組、Ｂ組、Ｃ組と色分けをし

て、ハガキ、参加費と引換に、色分けと同色の首からさ
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げるホルダーに入れた参加証を身につけてもらい、ホ

ール入場券の代わりとした。 

図 13．受付・総合案内所 

 

エ）その他 

Ｃ組のレクチャー開始前には受付を終了し、その後は

受付台を総合案内所とした。 

 以上の体制をとったことで、受付ならびに入場につい

ては非常にスムーズに行うことができた。 

 

４４４４－－－－４４４４．．．．ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫのののの日食中継放送日食中継放送日食中継放送日食中継放送ののののパブリックビューパブリックビューパブリックビューパブリックビュー    

 ４－２，４－３で示した様に、今回のイベントでは、皆

既日食中継を、大勢の来館者に見られるようにした。

しかし、会場に入れる人数にまだ不足を感じたため、さ

らに会場を増やすことを検討した。 

 しかしながら、ＨＤ品質の映像信号分配は、ケーブル、

分配機などが高価であり、民生品と組み合わせて使用

するには、多々問題があることが明らかになってきた。 

 一方、ＮＨＫが皆既日食当日 10 時 30 分から、小笠

原沖などから皆既日食を生中継し、特別番組「地球エ

コ 2009 体感生中継！46 年ぶりの皆既日食」を放送

することになっていた。通常、権利関係などがあり、Ｎ

ＨＫの放送をそのまま館内に流すことはできない。しか

し、今回は、入場無料の場所でのパブリックビューが

許可されるとの情報が事前に入っていた。たまたま、大

阪市では、日食前の５月ごろの新型インフルエンザの

流行の影響で、夏休み期間中の科学館展示場無料

開放を行うことになった。これによって、条件が整った

ので、展示場内の各所にて、ＮＨＫの皆既日食中継

番組のパブリックビューを行うこととした。 

 

４４４４－－－－４４４４－－－－１１１１．．．．パブリックビューパブリックビューパブリックビューパブリックビューのののの場所場所場所場所 

パブリックビューの場所としては、大勢の来館者集ま

ることができること、既存の大型モニタ等が利用できる

ことという条件から、以下の５ヶ所とした。 

 

・ ４階「サイエンスギャラリー」前 

・ ３階「においを見よう」 

・ ３階「サイエンスショー」コーナー 

・ ２階「カプラ」コーナー 

・ １階「水力発電」前 

  

４階「サイエンスギャラリー」前では、スタンド式のスク

リーンにポータブルＤＬＰプロジェクターでの映写と、展

示場１階「鉄塔」の映像で使用している大型プラズマ

モニタを設置した。 

３階では、天井からスクリーンを吊り下げ、「においを

見よう」の展示で床面に映像を映しているＤＬＰプロジ

ェクターを横に向け映写した。 

また、「サイエンスショー」コーナーでは、コーナー内

のプラズマモニタ２台、および、コーナー入り口のプラ

ズマモニタに映像を流した。 

２階では「カプラ」コーナーの横に大型プラズマテレ

ビ（研修室用）を設置した 

１階は「水力発電」のプラズマモニタに映像を流した。

尚、これに伴い、関連した展示については一時的に共

用を停止した。また、サイエンスショーは１１時の回は休

止とした。 

 これら５ヶ所８台のモニタ等により、おそらく５００名以

上の方に見ていただけるような状態とした。しかし、幸

い当日は雲間から少し太陽が欠けた姿も見ることがで

きたため、展示場内にはそれほど来館者は多くなく、５

ヶ所合わせて中継観覧者はおよそ２００名であった。 

 受信については、各階の来館者用エレベータの向か

いのバックヤードに端子があり、そこからケーブルを引

き延ばした。ただし、３Ｆのサイエンスショーコーナーに

ついては、これが困難であったため、小型の地デジ専

用アンテナを仮設し、受信を行った。 

 また、各モニターは、チューナーがついていないタイ

プが多かったため、おのおのビデオデッキや、チューナ

ーを手配して受信を行った。 

 

図 14．パブリックビューを楽しむ来館者 
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４４４４－－－－５５５５．．．．そのそのそのその他他他他、、、、世界天文年世界天文年世界天文年世界天文年にちなむにちなむにちなむにちなむ講演会講演会講演会講演会やややや星星星星パンパンパンパン

作作作作りりりり体験体験体験体験    

 その他、雨天対策や午後、日食終了後の対策として、

世界天文年にちなむ講演会、星パン作り体験などを

行った。 

    

４４４４－－－－６６６６．．．．イベントイベントイベントイベント当日当日当日当日ののののロジスティックスロジスティックスロジスティックスロジスティックス    

 今回のイベントは、スタッフ、参加者ともに非常に大

規模なものになった。そこで、特にアルバイトスタッフの

管理は一元的に行うことにした。 

 具体的には、受付を、来館者とまぎれない会議室で

行い、スタッフを示す腕章を配布・回収とアルバイト代

の支払いをそこで行った。 

 また、ペットボトルの配布や、荷物置き場などの確保

など、スタッフが安心して事業に取り組めるように手配

をした。結果としてトラブルなく事業を遂行できた。 

 

４４４４－－－－７７７７．．．．イベントイベントイベントイベントのののの執行体制執行体制執行体制執行体制・・・・実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会のののの設置設置設置設置    

    今回のイベントでは、読売新聞大阪本社と(財)大阪

科学振興協会、科学館友の会の３者で「皆既日食イ

ベント実行委員会」を設置し、予算を集約し、専用の

口座を設けて、執行を円滑せしめ、輻輳しがちな業務

を一元管理することとした。 

 委員長は、振興協会の吉田常務理事がつき、副委

員長に読売新聞の植原企画事業部長と、友の会の石

川会長がついた。以下、３者から委員、監事、事務局

長をおいて行った。 

    

５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 繰り返しになるが、今回の日食は、2009 年一番の話

題となった天文現象であり、ブームを巻き起こした。そ

れに対して、大阪市立科学館ならびに(財)大阪科学

振興協会は、事前、当日ともに全館あげて「日食シフ

ト」をとり、市民からの期待に応える努力をした。また、

その中では、我々単独ではとうてい不可能な行事を、

読売新聞社やＵＲＣＦ、ＮＩＣＴなど様々なグループ、企

業、個人の協力のもと行うことができた。 

 同様なことは、日本全国各地の科学館、プラネタリウ

ム館、天文台でも繰り広げられた。それぞれの担当か

らの話を総合すると、こと館の中でおこなった事業規模

としては、当館のものがもっとも大規模にかつ整然と行

われたものといえる。 

 ただし、反省は残る。たとえば、大阪市のほかの部局、

ことに学校などとはもっと広範に連携することができた

はずである。ほかに、自然史博物館や図書館などとの

連携も可能であっただろう。また、近隣の企業との協力

や、同様の対応をしている他施設とのより密接な連携

などもできたはずである。 

 また、全般に進行が遅く、対応がギリギリになった感

は否めない。しかしそれでも、進行できたのは、多くの

市民が期待しているという各スタッフの了解であり、そ

れぞれ大変な苦労をしながらでも、事業をきちんと成

立させようと努力をした。 

 ２年後の２０１２年５月には、金環日食が大阪で見ら

れる。月曜日の早朝におこるため、今回と全く同じよう

にはしにくいが、早々に対応を考え、市民に天体現象

のおもしろさを伝え、多くの市民が観察し、日食を考え

るような取り組みをしていきたい。    

 

６６６６．．．．謝辞謝辞謝辞謝辞    

 今回の日食に関連しては、内外ともに、非常に多く

の方々にお世話になった。本文中に示した他に、ＮＴ

Ｔファシリティーズの加藤氏、朝日放送の香取氏、ＮＩ

ＣＴ・大阪大学の下條氏など中継に関連しては、非常

に多くの個人、企業の助けを必要とした。 

 また、今回は読売新聞大阪本社事業部との共催に

よって事業がなりたったといえる。事業部全員に感謝し

たいが、特に吉田光一氏の馬力がないとなりたたない

イベントであった。 

 そのほか、数百人のスタッフが表に裏にこの日食に

関する取り組みを支えた。主催スタッフのうち主要な人

物は、付録２にしめしたが、多くは掲載できていないが、

感謝する気持ちにかわりはない。 
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付録付録付録付録２２２２．．．．日食当日日食当日日食当日日食当日ののののイベントイベントイベントイベント主要主要主要主要スタッフスタッフスタッフスタッフ一覧一覧一覧一覧    

 

１．屋外での日食観察 

全体指導・設営  江越学芸員（大阪市立科学館）・田島由起子（オフィス宙） 

指導員２４名の観望会スタッフ（臨時スタッフ） 

会場整理の警備員など 

２．アトリウムでの皆既日食のライブ中継イベント 

  設営  読売新聞社が手配 

  司会 植村アナウンサー（よみうりテレビ） 

ＭＣ 横須賀・五十嵐アナウンサー（よみうりテレビ）ほか１名 

  解説  渡部主任学芸員（大阪市立科学館） 

  中継 ＵＲＣＦ 担当：荒川研究員（ＮＩＣＴ）、ＮＴＴ研究所 

  コンテンツ 総括：香取技師長（朝日放送） 

  プロジェクター 某社による特別提供・技術者による調整 

  スクリーン 大日本印刷による特別提供 

  誘導  田中総務担当課長代理（大阪市立科学館）ほか案内員、警備員 

３．プラネタリウムドームでの講演会＋ライブ中継 

  講師  関口教授（国立天文台） 

  担当 飯山学芸員（大阪市立科学館） 

  中継 ２と同様 

  コンテンツ ２と同様＋尾久土教授（和歌山大学） 

  プロジェクター 日本ビクターによる提供・技術者による調整 

  受付  曽我部係員（大阪市立科学館）ほか１２名 

  誘導・警備 読売新聞スタッフ 

４．日食ピンホール工作・ジュニア科学クラブ対応 

  担当 吉田・田川サイエンスガイドリーダー・石坂学芸員（大阪市立科学館） 

  講師  サイエンスガイド１２名 

５．ＮＨＫの日食中継放送のパブリックビュー 

  担当 長谷川学芸員（大阪市立科学館） 

  技術  北池設備担当課長代理（大阪市立科学館）ならびに配線業者 

６．世界天文年にちなむ講演会 

  担当 石坂学芸員（大阪市立科学館） 

  講師  関口教授（国立天文台） 

  ＭＣ  渡部学芸員（大阪市立科学館） 

７．星パン作り 

  担当 読売新聞社 

  講師  矢野氏（辻学園調理・製菓専門学校） 

８．星の絵本読み聞かせ 

  担当 読売新聞社 

  講師  植村、横須賀、五十嵐各アナウンサー（よみうりテレビ） 

９．日食グラスほかショップ 

  担当 小西・平賀（大阪市立科学館）ほかショップ担当者 

10.広報 

  担当 長谷川学芸員・大和谷（大阪市立科学館） 

1１．全体管理 

  担当 加藤課長（大阪市立科学館）、吉田氏（読売新聞社）、渡部学芸員（大阪市立科学館） 

  バックアップ 永原・藤原・永田（大阪市立科学館）、読売新聞社スタッフ、科学館友の会 

 


